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Extensive effort has been dedicated to documenting the effect of makeup. We also
reported Japanese young female students’ behavior around makeup in our previous issue.
The present study was conducted to test the relation between the values about gender
and behavior around makeup because it is one of the issues that were related to female
more closely than to male. We could not treat women and men equally around makeup.
We extracted 27 students who had modern opinion about gender and 44 students who
had Japanese traditional values, and compared their various behaviors around makeup
between these two groups. Then there were few differences between them, but we could
mention that makeup could work positively in personal relations for students who had
traditional values much stronger than others. While very preliminary, these results imply







A Research about Manners of Makeup on
Japanese Young Women of College Age (2)














































































































































低群 高群 低群 高群 低群 高群
普段のメイクの所要時間（分） 19.074（7.849） 17.250（9.671） 35 60 5 5
念入りなメイクの所要時間（分） 35.852（13.527） 30.000（14.253） 60 90 10 5






















Figure 6-1 メイクの濃さに対する主観的評価（低群） Figure 6-2 メイクの濃さに対する主観的評価（高群）










































Table 2 使用化粧品数と化粧時間の相関係数 r2
使用化粧品数
メイクアップ 基礎化粧
低群 高群 低群 高群
化粧時間（分）
通常メイク 0.066 0.193 0.105 0.029






























Table 3 化粧の濃さに対する主観的評価とメイクの所要時間の相関係数 r2
3.3.4. 化粧の濃さの主観的評価とメイクの所要時間及び化粧歴の関係
化粧の濃さに対する主観的評価（数値化後）と化粧時間（通常の化粧・念入りな化粧）と化粧
時間との間で群別に相関係数 r2を求めた。Table 3は当該結果をまとめた表である。
低群においては、化粧の濃さに対する主観的評価と通常の化粧にかかる時間との間で弱い相関
が見られた（r2=0.313）。この結果は、化粧にかかる時間が長い対象者程、自己の化粧に対して
より濃いという認識を持つ傾向にあったことを表す。逆に言えば、化粧に時間をかけない、或い
はかからない対象者程、自分のメイクが濃いとは思っていないことになる。
また、同じく低群において、化粧歴との間でも弱い相関が見られた。化粧を始めてからの時間
が長い程、自分の化粧を濃いと評価する傾向にあったことになるが、これらの結果において興味
深いのは、低群においてのみこれらの相関関係が認められたことである。3.2.4．及び3.2.5．項に
おいて述べたように、化粧の濃さに対する認識には群間差がないものの、高群においては化粧の
所要時間に幅があった。これを踏まえれば、高群においてより相関が生じ易い状態であったと言
い得るが、実際には全く逆であった。この結果は、高群において化粧の所要時間と濃さの評価と
の関係にばらつきがあることを窺わせるものであり、例えば、60分をかけていても 「やや薄い」
と評価したり、15分しかかけていなくとも「やや濃い」と評価したりといったように、高群に
おけるメイク法のバリエーションの豊かさを感じさせるものでもある。
3.3.5. 化粧に対する意識と使用化粧品数（メイクアップ・基礎化粧）との関係
化粧に対する意識12項目の回答とメイクアップ化粧品の使用数、並びに基礎化粧品の使用数
の間で相関係数 r2を算出した結果、殆どの項目について相関は見られず、高群における「会う
人や出かける所によってメイクの仕方を変える」に対する回答とメイクアップ化粧品数（r2=
0.211）、「化粧をしていないと相手に失礼な感じを与えていると思う」に対する回答と基礎化
粧品の数の2項目についてのみ、弱い相関が見られた（r2=0.227）。
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3.3.6. 化粧に対する意識とメイクの所要時間との関係
化粧に対する意識12項目の回答と通常の化粧時間及び念入りな化粧時間との間で相関係数 r2
を求めた。結果は、低群における「化粧をしていないときに知った人と出会うと恥ずかしくな
る」に対する回答と普段の化粧時間との関係において弱い相関が見られたのみであり（r2=0.247）、
その他に相関関係は認められなかった。
項目と普段の化粧時間の相関関係からは、通常のメイクの時間が長くなる程、化粧をしない
状態で知人と会うことに抵抗を感じる傾向にあることが言える。3.3.4．項において示したように、
低群では、普段のメイクの時間が長い程自分自身の化粧を濃いと評価する傾向にあるため、メイ
クの時間が長い程、メイク前とメイク後の差異が大きいことが考えられる。このために、普段の
化粧の時間が長い程、化粧をしていないときに知った人と会うことで恥ずかしさを強く感じるも
のと思われる。
4．まとめ
本研究では、日本人女子短期大学生の化粧行動において、性差観による違いが見られるか否か
を確認した。結果として、化粧にかける時間や所有するアイテム数等、行動のレベルでは性差観
による差異は全く見られず、化粧に対する意識のレベルで若干の違いが見られる程度に留まった。
本研究において示された内容は次の通りである。
1）本調査の対象者をジェンダーに対して伝統的価値観を持つ群と自由な価値観を持つ群とに
分けた場合、特に性役割に関わる部分において群間差が生じる。
2）ジェンダーに対する価値観を問わず、ファンデーションを使用していながらクレンジング
剤を用いない場合も多く、それぞれの群の約8割に上る。
3）ジェンダーに対して伝統的な価値観を持つ群は、自由な価値観の群に比して化粧による対
人的な積極性増進の効用を感じている。
4）ジェンダーに対して自由な価値観を持つ対象者の場合、普段の化粧にかける時間が長い程、
自分の化粧がより濃いと評価する傾向にある。
5）ジェンダーに対して自由な価値観を持つ対象者の場合、化粧歴が長い程、自分の化粧がよ
り濃いと評価する傾向にある。
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